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取扱説明書を必ずご参照ください。 

【警告】 
＜使用方法＞ 
患者の任意の体位を確保するためにアクセサリーで支持する

ときは常に患者の状態を監視すること。[長時間の体位保持は

神経麻痺や褥瘡の原因になります。] 

 

【禁忌・禁止】 
＜使用方法＞ 
１．再使用禁止 

２．脊椎テーブル用ウィルソンフレームは【使用方法等】の項目

２.に示す使用可能な手術台以外では使用しないこと。 

[他機種での使用可能は確認していません。] 

３．安全ベルトは【形状・構造及び原理等】の項目オプション品

に示すベルト以外は使用しないこと。[他のベルトでの使用

可能は確認していません。] 

４．【形状・構造及び原理等】の項目２．に示す許容荷重を超え

た使用をしないこと。[破損するおそれがあります。] 

【形状・構造及び原理等】 

１．外観図 

①本体                     単位:㎜ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

02-143-75：透視テーブル用ウィルソンフレーム 5319G 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

02-143-76：脊椎テーブル用ウィルソンフレーム 5321G 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クランク棒(透視テーブル･脊椎テーブル用共通)  

 

②付属品 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

単位：㎜ 
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取扱説明書を必ずご参照ください。 

透視テーブル用ウィルソンフレーム 

商品コード 商品名 構成(注 1) 

02-143-75 
透視テーブル用ウィルソン 

フレーム 5319G 

①-1･3 

②-3･4･5･6･7×2(注 2) 

02-144-85 プロンビューヘルメット ②-1 

02-144-87 
プロンビューアジャスタブ

ルミラー 
②-2 

 

脊椎テーブル用ウィルソンフレーム 

商品コード 商品名 構成(注 1) 

02-143-76 
脊椎テーブル用ウィルソン 

フレーム 5321G 

①-2･3 

②-3･4･6･7×2(注 2) 

 

オプション品 

商品コード 商品名 構成(注 1) 

02-143-10 
ウィルソンフレーム用患者

保護キット６個入(5322)  
②-4･5･6･7･8×6(注 2) 

02-143-18 

ウィルソンフレーム用患者

保護キットＰＶクッション

付６個入(5322ＰＶ)  

②-3･4･5･6･7×6(注 2) 

02-143-97 
交換用ウィルソンテンピュ

ールパッドセット(5319-37) 
②-9 

02-144-22 
安全ベルト 90 インチ 

（5840-44） 
②-10 

注 1：構成の番号は１．外観図の図番号に対応 

注 2：単回使用品 

 

２．許容荷重 

１３６㎏ 

 

３．可動範囲 

パッド移動量①（フレームを置く手術台のテーブル面から 

パッド上部までの高さ） 

最低位：２００㎜→最高位：２８０㎜ 

パッド移動量②（パッドとパッドの間の距離） 

０㎜→最大１８０㎜ 

４．原材料 

① 本体 フレーム：熱硬化性樹脂積層板 

 クロスバー：ばね用ステンレス鋼線 

 パッド：シリコンゲル 

 クランク棒：ステンレス鋼棒 

② 付属品およびオプション品 

 プロンビューヘルメット：合成樹脂成形品 

 プロンビューアジャスタブルミラー：鏡材 

 及び合成樹脂成形品 

 交換用ウィルソンテンピュールパッド 

: 粘弾性ポリウレタンウォーム 

 プロンビュークッション：ポリウレタンフォーム 

 クロスバープロテクター：発泡ウレタン 

 ベース保護カバー：ナイロン樹脂 

 パッドカバー：ナイロン樹脂 

 アームクレイドル：ポリウレタンフォーム 

 ジェントルタッチ頭受：ポリウレタンフォーム 

 安全ベルト９０インチ：合成皮革 

 

【使用目的又は効果】 

手術台に付属するアクセサリー。脊椎手術時に、患者を伏臥彎曲

姿勢にするためのフレーム。 

【使用方法等】 

詳細な使用方法は取扱説明書をご参照ください。 

１．使用方法 

1-1 手術台をブレーキ操作で固定します。 

1-2 手術台のテーブルトップが水平位置であることを確認しま

す。 

1-3 本体をテーブルトップに取付け､安全ベルト(オプション)

で固定します。（図１-１･１-２） 

 

図１-１:透視テーブル用ウィルソンフレーム 5319G 

 

図１-２：脊椎テーブル用ウィルソンフレーム 5321G 

1-4 クランク棒取付口にクランク棒を取付けて、反時計方向に

回して最低位まで下げます。 

1-5 パッドをマウントから外して､ウィルソン保護キットのパ

ッドカバーを取付けます。（図２-１･２-２） 

 

図２-１：透視テーブル用ウィルソンフレーム 5319G 

 

図２-２：脊椎テーブル用ウィルソンフレーム 5321G 
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取扱説明書を必ずご参照ください。 

1-6 パッドの幅を患者の体型に合わせて調整します。 

（図３-１･３-２） 

1-7 ウィルソン保護キットのクロスバープロテクターをフレー

ムのクロスバーに取付けます。（図３-１･３-２） 

 

図３-１：透視テーブル用ウィルソンフレーム 5319G 

 

図３-２：脊椎テーブル用ウィルソンフレーム 5321G 

1-8 テーブルトップ及びフレームに患者を乗せます。 

（図４-１･４-２） 

1-9 安全ベルト(オプション)及びウィルソン保護キットのプロ

ンビュー・アームクレイドル等で患者を固定します。 

（図４-１･４-２） 

 

図４-１：透視テーブル用ウィルソンフレーム 5319G 

 

図４-２：脊椎テーブル用ウィルソンフレーム 5321G 

1-10 クランク棒取付口にクランク棒を取付けて、時計方向に回

して必要なポジションに設定します。 

 

２．使用可能な手術台 

弊社製手術台 

 

【使用上の注意】 

１．重要な基本的注意 

① 締結部の固定は必ず確認してください。ゆるんだ状態では器

機が外れたり、動いたりして患者に障害が起きるおそれがあ

ります。 

② 取付けおよび取外しする際は手術台が固定状態であること、

テーブルトップが水平位置であることを確認してください。 

③ 手術台を作動するときは他のアクセサリーやテーブルトッ

プとの接触・干渉に注意してください。 

④ 使用中、操作用のクランク棒を本体に入れないでください。

Ｘ線透視の障害になります。 

２．相互作用(他の医薬品・医療機器等との併用に関すること) 

［併用注意］(併用に注意すること) 

透視テーブル用ウィルソンフレームと分離式手術台での使用は

分離時にストレッチャーレール受けに接触しない位置まで移動

してください。接触するとテーブルトップの分離ができずアク

セサリーが破損するおそれがあります。 

【保管方法及び有効期間等】 

１．保管方法 

高温・高湿を避け温度や湿度が極端に変化しない場所及び水の

かからない場所に保管してください。 

２．耐用期間 

適切な保守点検及び適切な保管をした場合 ５年(注) 

[自己認証(弊社データ)による］ 

注： 耐用期間内であっても、使用状況又は使用頻度により、

突発的な故障、部品の著しい消耗・劣化・破損等を生じ

た場合は該当部品の交換が必要です。 

【保守・点検に係る事項】 

＜使用者による保守点検事項＞ 

１．使用前・使用後の点検 

使用前・使用後に「動作に問題がないこと」「破損箇所がないこ

と」を確認してください。 

２．清掃・消毒 

本体使用後は毎回消毒し乾燥をさせてください。手順の詳細お

よび使用可能な消毒液については取扱説明書をご参照ください。 

３．故障時のお願い 

本装置が故障したと思われるときは、本装置に「故障」・「使用

禁止」・「修理必要」等の適切な表示し、ご購入店又は弊社に連

絡してください。 

＜業者による保守点検事項＞ 

弊社及び弊社が認めた修理業者のみが実施可能です。それ以外

の業者による保守・点検は、有害事象の発生、性能・機能低下

の事態を招くおそれがあります。 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者：ミズホ株式会社 

TEL 03(3815)3097 

製造業者：ミズホ オーソペディック システムズ社 

     MIZUHO ORTHOPEDIC SYSTEMS, INC. 

     アメリカ合衆国 

 

保証期間に係わる事項 

本品は納品/設置してから１年間を保証期間として無償修理いた

します。但し第三者が修理した場合、天災による破損、不適切な

使用、あるいは故意による破損は除きます。その他保証条件は弊

社規定に依ります。 
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